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お
茶
摘
み
に
つ
い
て
、
白
川
の
茶
農
家
の
柴

田
夫
妻
と
、
毎
年
そ
こ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
れ

て
い
る
平
井
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

地区名 農家氏名 （受付時間、記入無しはいつでも可）

中
宇
治

白
川

柴田 信哉 24-9975( 午前 8 時～午後 9 時 )
石川 均 21-4377
小島 佳剛 24-5839( 午前 8 時～午後 9 時 )
小島 孝夫 21-3381
辻 喜代一
辻 喜代治

22-3494

古川 彰 21-3547( 午前 8 時～午後 8 時 )

宇
治

福井 景一 21-2487( 午前 9 時～午後 8 時 )
寺川 勝之 21-2078( 午前 8 時～午後 9 時 )
清水 幹央 23-8357
堀井 長太郎 23-1118( 午前 9 時～午後 5 時 )
青山 信次 21-4380

東
宇
治

五
ケ
庄

多田 岳史 31-8351
植村 文好 31-8817( 午前８時～午後９時 )
山﨑 省吾 32-6753
渡辺 智 31-8576
羽倉茶園 31-8592
古川製茶 31-6400
安井 和彦 31-8594

莵道 藤井茶園 23-0889

西
宇
治

小
倉
町

小山 洋一
（山政小山園）

24-1122( 午前９時～午後５時 )

辻 四一郎 21-4405( 午前９時～午後５時 )
吉田銘茶園 21-3027( 午前１０時～午後５時 )
久保田 恵一 22-3151

 

白
川
の
茶
農
家

柴し
ば
た田

信の
ぶ
や哉

さ
ん
・
千ち

え

み

絵
美
さ
ん

一
番
良
い
時
期
に
手
摘
み

　
（
信
哉
さ
ん
）
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た

前
職
か
ら
就
農
し
て
５
年
目
で
す
。
ま

だ
４
回
し
か
摘
採
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
年
の
出
来
は
、
こ
れ
ま
で

試
し
て
き
た
こ
と
や
肥
料
な
ど
で
ど
う

変
化
し
た
の
か
、
そ
の
答
え
が
出
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
年
に
一
回
の
答
え
合

わ
せ
の
た
め
に
、
一
番
良
い
時
期
に
人

の
手
で
丁
寧
に
摘
ま
な
い
と
い
け
な
い

の
で
す
。
高
齢
化
す
る
な
ど
ベ
テ
ラ
ン

の
お
茶
摘
み
さ
ん
が
減
っ
て
い
る
中
、

去
年
は
１ ０
人
ほ
ど
来
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。
ま
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
幼
稚
園
マ

マ
が
１ ０
人
く
ら
い
来
て
く
れ
て
、
そ
れ

で
、
ど
う
に
か
全
て
を
摘
み
終
え
ら
れ

る
か
ど
う
か
と
い
う
状
況
で
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
と

　
（
千
絵
美
さ
ん
）
来
て
も
ら
え
た
と
き

に
は
「
お
茶
摘
み
楽
し
か
っ
た
な
。
ま

た
来
た
い
な
。」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
雰
囲
気
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
手

さ
え
し
っ
か
り
動
い
て
い
れ
ば
、
お

し
ゃ
べ
り
し
て
も
ら
う
の
も
オ
ー
ケ
ー

で
す
。
楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
仕
事

を
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　平ひ
ら
い井 

訓の
り
こ子

さ
ん

始
め
た
き
っ
か
け

　

子
ど
も
が
通
う
幼
稚
園
つ
な
が
り
か

ら
千
絵
美
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
始
め
ま
し

た
。
も
と
も
と
お
茶
摘
み
に
興
味
が

あ
っ
た
の
と
、
近
い
友
人
が
白
川
地
区

で
お
茶
農
家
を
し
て
い
る
の
は
す
ご
い

こ
と
だ
と
思
い
、
や
ら
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
。
私
は
自
然
が
好
き
で
、
ま
た

子
ど
も
た
ち
も
虫
が
好
き
な
の
で
、
見

つ
け
た
虫
や
卵
を
持
ち
帰
り
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

普
段
は
別
の
仕
事
を
週
２
、
３
日
し

て
い
る
の
で
空
い
た
日
や
、
家
庭
の
都

合
が
つ
い
た
時
間
で
来
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

働
き
や
す
さ

　

他
の
職
種
と
は
全
然
違
う
の
で
簡
単

に
は
比
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
年
配
の
人

か
ら
仕
事
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
子

育
て
の
こ
と
や
、
ご
は
ん
の
こ
と
な
ど

を
わ
い
わ
い
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

の
作
業
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
な
か
な

か
年
が
離
れ
た
人
と
交
流
す
る
こ
と
も

な
い
の
で
そ
う
い
う
利
点
も
あ
る
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
マ
マ
友
と
も
一
緒

に
作
業
し
て
い
る
の
で
私
に
は
良
い
環

境
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宇
治
新
茶

八
十
八
夜 

茶
摘
み
の
集
い

　　夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
♪

　
立
春
か
ら
数
え
て
88
日
目
の
5
月
2
日
（
水
）

は
、
お
茶
が
香
る
ま
ち
宇
治
の
毎
年
恒
例
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

時
所
5
月
2
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
3

時
、
宇
治
茶
会
館
・
茶
業
セ
ン
タ
ー
茶
園
・
府

茶
業
研
究
所

内
茶
園
で
の
茶
摘
み
体
験
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
習
う
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
教

室
（
有
料
）、
宇
治
茶
の

手
も
み
体
験
、
宇
治
新
茶

の
振
る
舞
い
、販
売
な
ど
、

新
茶
の
季
節
を
感
じ
ら
れ

る
宇
治
茶
尽
く
し
の
一
日

で
す
。

問
農
林
茶
業
課
（

20
・

８
７
２
３
）

　

未
経
験
の
人
も
歓
迎
！

　労
災
保
険
で
万
一
の
と
き
も
安
心
で
す
！

　こ
ん
な
人
に
お
す
す
め

　～
空
い
た
時
間
を
有
効
活
用
～

　幼
稚
園
マ
マ
や
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
・�

　学
生
さ
ん

　
「
宇
治
と
い
え
ば
お
茶
、
お
茶
と
い
え
ば
宇

治
」
と
言
わ
れ
る
お
茶
の
産
地 

宇
治
。
一
年
に

一
度
だ
け
、
一
葉
一
葉
を
丁
寧
に
人
の
手
で
摘

み
取
り
、
最
高
級
茶
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ベ
テ
ラ
ン
の
お
茶
摘
み
さ
ん
の
高

齢
化
も
あ
り
、
年
々
労
働
力
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
世
界
に
誇
る
宇
治
茶
の

振
興
の
た
め
、
あ
な
た
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問 

農
林
茶
業
課(

20
・
８
７
２
３
）

８
７
２
３
）

８
７
２
３
）

８
７
２
３
）

８
７
２
３
）

８
７
２
３
）

８
７
２
３
）

　
左
表
の
各
農
家
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
、
各
農
家
へ
。

●
5
月
初
旬
か
ら
6
月
初
旬
ま
で
の
間
（
農
家

に
よ
っ
て
は
4
月
下
旬

か
ら
）、
午
前
7
時
か

ら
午
後
6
時
ま
で
の
間

で
都
合
の
良
い
時
間

帯
。

●
通
勤
方
法
や
報
酬
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
農
家
と
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

市
職
員
と
し
て
働
き
ま
せ
ん
か
！

　
市
民
の
た
め
に
積
極
的
・
主
体
的
に

　
　
　
　
　
行
動
出
来
る
人
を
大
募
集
！

問
人
事
課（
20
・
8
7
0
3
）

《
募
集
職
種
と
採
用
予
定
者
数
》

一
般
事
務
職
、
技
師（
土
木
）、
技
師（
建

築
）、
い
ず
れ
も
若
干
名

《
受
験
資
格
》

◎
一
般
事
務
職
＝
昭
和
６2
年
４
月
２
日
～

平
成
１2
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人　

等

◎
技
師（
土
木
）＝
昭
和
５３
年
４
月
２
日
～

平
成
１2
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人　

等

◎
技
師（
建
築
）＝
昭
和
５３
年
４
月
２
日
～

平
成
１2
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人　

等

※
い
ず
れ
も
、
専
門
課
程
の
修
得
、
免
許

の
取
得
等
、
そ
の
他
要
件
有
。

《
第
１
次
試
験
日
》

◎
一
般
事
務
職
＝
５
月
１３
日（
日
）

◎
技
師（
土
木
）・
技
師（
建
築
）＝
５
月
20

日（
日
）

《
採
用
予
定
日
》

い
ず
れ
も
8
月
1
日（
水
）

申
◎
一
般
事
務
職
＝
５
月
１
日（
火
）ま
で

◎
技
師（
土
木
）・
技
師（
建
築
）＝
５
月
９

日（
水
）ま
で
。
実
施
要
項
等
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
出
来
ま
す
。
市
指
定

の
申
込
書
兼
履
歴
書
を
、
郵
送（
特
定
記

録
郵
便
の
み
可
）か
人
事
課
窓
口（
平
日
の

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
）（
〒
６１１
・
8
５

0
１
宇
治
琵
琶
３３
）へ
。

表紙の説明

2月下旬から3月中旬までに行われ
た催しなどを写真でお伝えします。

0２	お茶摘みさん募集
03		緑のウォークラリー
　　　　　 　　　　　市職員募集
04		30年度予算
08	情報BOX
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宇治フォト

01 　　　　　3/5に市役所で宇治魅力発信
大使の委嘱状交付式を行いまし
た。新たに宇治魅力発信大使と
なるのは、市内にある高校６校
の生徒が、宇治の魅力づくり、
発信についてアイデアを出し合
う高校生版宇治魅力発信プラッ
トフォーム「めっ茶、好きやねん ！！
～ 宇治に届け～」の活動に参加
し今春卒業した22人 （ 式への
参加は17人 ）。

0２ 　　　　　京印京都南部青果 （ 株 ）より市
立小学校へ青森県産りんごが寄
贈され、2/1６に三室戸小学校
でミスりんご青森から児童へ手
渡されました。

03 2/25に宇治川マラソン大会が
開催され、2000 人を超えるラ
ンナーが市内を駆け巡りました。

04 　　　　　3/3・4にお茶の京都博Take　　　　　
off　　　　　eventとして、「一坪茶室
展～やよいVer．～」が開催さ
れました。「一坪茶室『ＵＡＮ
（うあん）』」が設置されたＪＲ
宇治駅前では多くの人にお点
前などを楽しんでいただきま
した。

広報

お
茶
摘
み

さ
ん
募
集

緑
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
開
催

　

植
物
公
園
と
太
陽
が
丘
の
６
カ
所
の
ポ
イ
ン

ト
を
巡
っ
て
、
ゴ
ー
ル
す
る
と
先
着
千
名
に
花

苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
園
内
で
は
、
府
警
音
楽
隊

に
よ
る
演
奏
や
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、
押
し

花
や
小
枝
を
使
っ
た
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行

な
わ
れ
ま
す
。
開
催
当
日
は
入
園
料
無
料
。

時
4
月
29
日
（
祝
）、
午
前
9
時
半
～
午
後
3

時
（
荒
天
中
止
、ゴ
ー
ル
は
午
後
3
時
半
ま
で
）

所
植
物
公
園
、
太
陽
が
丘　　　　　　　　　　

両
公
園

問
公
園
緑
地
課
（
20
・
８
７
９
５
）
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平成 30 年度予算をお知らせします

　市税は、景気動向などの影響を一定見込むことによ
り、239 億 3995 万 4千円を計上しました。
　また、地方交付税は、地方財政計画、市税及び地方
消費税交付金などの状況を踏まえ、67億 7000 万円を
計上し、地方交付税の振替わりである臨時財政対策債
をあわせた実質的な地方交付税としては、前年度から
2億 4900 万円の減と見込みました。
　国庫支出金は、地方創生推進交付金などを見込み、
113 億 631 万円を計上し、繰入金は引き続き厳しい財
政収支の状況を踏まえ、財政調整基金、減債基金及び
公共施設等整備基金の繰り入れなどにより、5億 5219
万 6千円を計上しました。
　市債については、借り入れが可能な範囲で最大限の
活用を図り、48億 1290 万円を計上しました。

予算とは
　市の 1年間の収入と支出
の予定を表したものです。

会計名 30年度予算額 29年度との比較

一般会計 617 億 9000 万円 11 億 7000 万円減

特別会計 358 億 3620 万円 48 億 780 万円減

水道事業会計 63 億 4248 万 3 千円 3 億 1274 万 5 千円増

公共下水道事業会計 114 億 976 万 2 千円 5 億 4937 万 5 千円増

予算総額 1153億 7844万 5千円 51億1568万円減

一般会計　617 億 9000 万円の内訳 ※下表中（ ）内の％は、一般会計の
　合計に占める割合。小数点以下第
　2 位を四捨五入のため、合計は必
　ずしも 100％にはなりません。

地方交付税
6,770,000
（11.0％）

諸収入
2,945,112
（4.8%）

その他
5,662,908
（9.2%）

（単位：千円）

公債費
5,954,952
（9.6%）

教育費
5,636,545
（9.1%）

衛生費
4,366,510
（7.1%）

消防費
2,014,501
（3.3%）

その他
3,809,910
（6.2%）

民生費
27,905,211
（45.2%）歳入 歳出

市税
23,939,954
（38.7%）

市税
23,939,954
（38.7%）

国庫支出金
11,306,310
（18.3%）

国庫支出金
11,306,310
（18.3%）

地方交付税
6,770,000
（11.0％）

市債
4,812,900
（7.8%）

府支出金
4,814,349
（7.8%）

諸収入
2,945,112
（4.8%）

使用料及び手数料
1,538,467
（2.5%）

その他
5,662,908
（9.2%）

民生費
27,905,211
（45.2%）

総務費
6,227,439
（10.1%）

総務費
6,227,439
（10.1%）

公債費
5,954,952
（9.6%）

土木費
5,874,932
（9.5%）

教育費
5,636,545
（9.1%）

衛生費
4,366,510
（7.1%）

消防費
2,014,501
（3.3%）

その他
3,809,910
（6.2%）

市債
4,812,900
（7.8%）

府支出金
4,814,349
（7.8%）

使用料及び手数料
1,538,467
（2.5%）

土木費
5,874,932
（9.5%）

財政健全化推進プランに取り組んでいきます
持続可能な行財政運営のために

問財務課（ 20-8715）

　主な目的別歳出では、民生費は、障害者介護給付や
障害児通所給付などが増加しているものの、臨時福祉
給付金などにより、前年度から7436万5千円、0.3%減、
土木費は、ウトロ地区住環境改善事業や（仮）お茶と
宇治のまち歴史公園交流ゾーン整備事業などにより、
前年度から 21億 2857 万 1千円、26.6%減、教育費は、
小・中学校大規模改造事業などにより、前年度から 11
億 7894 万 5千円、26.4%増となりました。
　また、給与関係経費は、平成 30 年 1 月 1 日現在の
人員・給与を基に定期昇給などを考慮し、109 億 1436
万 7千円（前年度比 6706 万 1千円、0.6%増）となり
ました。
　主な性質別歳出では、扶助費は 2億 6986 万 9千円、
1.5% 増、補助費等は 2 億 8734 万 4 千円、4.8% 減、
公債費は 1億 643 万 8 千円、1.8% 増、他会計への繰
出金等は 1億 3406 万 4千円、2.1%減、投資的経費は
11億 5188 万 4千円、22.7%減となりました。

　3月市議会定例会で、30年度当初予算が審議・可決されました。
　30 年度は、第 5次総合計画第 3期中期計画の初年度です。都市経営方針において、8
つの項目を重点的取り組みとして位置付け、予算編成を行いました。　市では、人口減少・少子高齢社会が進展するとともに、厳しい財政状況が見込まれている

状況です。このような中においても、持続的に発展するまちづくりの推進に必要な各種施策
を実施していくため、事務事業の抜本的な見直し等を促進することで、財源を生み出し、優
先順位を見極める中で、優先する事業費については拡充するなどにより、予算編成において、
財政収支の均衡を図る必要があります。
　将来世代に負担を先送りすることのないよう、健全かつ持続可能な財政運営を図るべく、
財政健全化推進プランに取り組んでいきます。

市税収入、義務的経費、経常収支比率の推移

クローズアップ

経常収支比率が 5 年連続で悪化している主な要因
　◦経常的な主な歳入である市税収入は、ここ数年間は横ばいで推移
　◦経常的な主な歳出のうち、社会保障関係経費である扶助費は、5 年
　　連続で増加中
　※義務的経費は、人件費・扶助費・公債費の合計

経常収支比率とは？
　毎年度経常的に入ってく
る歳入に対して、毎年度経
常的に支払う歳出がどれぐ
らいの割合かを示すもの
で、財政構造の弾力性を判
断する指標として用いられ
ます。
　都市にあっては 75％が
妥当と考えられています。

普段の生活で例えると
　月給のほとんどが生活
費だけで消えていき、自
由に使えるお金がなく余
裕がない状況

　今後 4 年間（30 ～ 33 年度）で 約 85 億円 の収支不足が生じる見込み
（昨年 10 月、財政見通し公表時）。

※歳入・歳出は同額です。

（単位：百万円）

区分 予算 財政見通し
29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 33 年度

歳入 A 62,960 62,341 62,296 62,712 62,453
市税収入 23,181 23,227 23,360 23,519 23,146

歳出 B 62,960 63,388 64,442 65,202 65,246
義務的経費 35,834 35,682 36,015 36,716 37,372

歳入歳出差引 A - B 0 △ 1,047 △ 2,146 △ 2,490 △ 2,793

財政見通しと今後の取り組みの方向性

　昨年 10 月に公表しました、
今後 4 年間の財政収支の見通し

（財政見通し）においては、歳
出よりも歳入が下回ることか
ら、約 85 億円の収支不足が見
込まれたところです。

23,319 23,266 23,772 23,326 23,213

32,245 32,835 34,233 34,972 35,251

91.4%
92.9% 93.7%

94.8%

98.8%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

市税収入の推移 義務的経費の推移 経常収支比率

（百万円）

　財政健全化推進プラン
の考え方や、具体的な取
組内容等につきまして
は、5 月 15 日 号 の 市 政
だよりから順次、お知ら
せします。

　持続的に質の高い市民サービスの提供と、魅力ある宇治市を築く未来への投
資を進めていくためにも、「財政健全化推進プラン」に基づき、内部経費の徹
底した削減にしっかりと取り組みながら、市民サービスの一部見直しや使用料
等の受益者負担の見直しなど、財政健全化を推進する取り組みを進めます。
【主な取り組み内容】
　◉事務事業、一部の給付事業、補助金、イベント・啓発事業等の見直し
　◉使用料・手数料等の見直し、駐車場の有料化、市有地の売却　など
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人口減少に歯止めをかける
地方創生の推進

　「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基
づく計画を策定

◇空き家等対策計画策定費
174万 4千円

◇観光案内サイン整備事業費
1280万円

　外国語表記等を追加
した観光案内サイン整
備を実施

8 つの重点的取組と主な事業

◇＝新規事業　❖＝拡充事業　◎＝継続事業

市民参画・協働の推進 安全・安心なまちづくりの推進

◇防犯カメラ設置事業補助金
120万円

　自治会・町内会等が行う防犯カメラの設置に対
する補助

◇災害情報収集活動強化事業費
13万 6千円

❖通信施設維持管理費
3902万 5千円

　ドローン導入に向けた研究
及び、操縦技術の習得を目的
とした研修を実施

　外国人観光客などからの 119番通報等に対応
できる三者間同時通訳システムを導入

　地域コミュニティ活性化の研究及び地域人材の
育成を図る取組を実施

◎市民と市長の対話ミーティング事業費
15万円

　市民参画・協働を推進するため、市民と市長の
意見交換会を開催

◎地域コミュニティ活動支援事業費
59万 8千円

行財政改革の推進

◇指定管理者制度検討事業費
35万円

　公共施設の指定管理のあり方の検討を実施

◎有料広告事業の拡大等による自主財源の確保

　ハザードマップや各種窓口、手続き情報を掲載
した市政総合情報誌の発行

◎ふるさと応援寄付金の広報活動の強化

　雑誌や新聞への掲載、
電車車両広告、飲食店等
へのポスターやチラシの
設置

誰もが生き生きと暮らせる
まちづくりの推進

　聴覚障害のある方などとの円滑なコミュニケー
ションを図れるようタブレット端末を窓口に設置

◇障害者コミュニケーションツール整備事業費
47万 7千円

◇認知症総合センター機能強化事業費
450万円

◇認知症早期相談支援ツール整備事業費
46万円

　認知症の相談を促進するため、診断に活用でき
るタブレット端末を導入

　府内初の常設型認
知症カフェ等への支
援を実施

切れ目のない総合的な子育て支援

◇保育コンシェルジュ設置費
330万 9千円

　保護者ニーズと保育サービス等を適切に結びつ
けるため、窓口に相談員を配置

　母子健康手帳交付時に保健師による面談の実施
や支援プランの作成、
ネウボラセットの配付
により支援体制を強化

◇妊婦面談事業費
424万 8千円

◇幼稚園預かり保育事業費
183万 3千円

　神明・木幡幼稚園において預かり保育を試行実施

戦略的な産業活性化の推進

◇産業戦略策定費
950万円

　産業連関表の分析を基に、産業戦略を策定

　産業戦略の策定に伴う土地利用転換の可能性に
関する調査を実施

◇土地利用転換可能性調査事業費
500万円

未来の宇治のまちの発展と人口減
少を見据えた都市基盤整備

　JR黄檗駅及び近鉄伊勢田駅のバリアフリー化
工事詳細設計に対する補助

◇ JR六地蔵駅前広場整備事業費
1310万円

　JR 奈良線高速化・複線化第二期事業に伴い、
駅前広場等を整備

◇道路インフラ長寿命化事業費
1億 7454万円

　道路、橋梁、トンネル等の長寿命化を図るため、
計画的な点検や修繕等を実施

❖交通バリアフリー推進事業費
1372万 2千円

さらに市民の力の結集で、未来に夢と希望の持てる
　　　　　　　新しい宇治づくりを目指し、将来を見据えた予算

❖観光情報発信事業費
646万 7千円

　アニメツーリズムや宇治茶コラボツアーによる
観光情報の発信

クローズアップ
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リ
）

を
使
っ
た
絵
画
制
作
の
体
験

時
5
月
24
日（
木
）◎
午
前
10
時
半
～
正
午
◎
午

後
1
時
半
～
3
時　

対
持
◎
全
員
＝

W
indow

s7

以
降
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
、
マ
ウ
ス
、
筆
記
用
具
◎
持
ち
込

み
可
能
者
の
み
＝
ペ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ　
定
先
各
8
人　
講
「
パ
ソ
コ
ン
画
で

遊
ぼ
う
」の
皆
さ
ん　
他
５
月
22
日（
火
）～
26

日（
土
）、「
パ
ソ
コ
ン
画
作
品
展
」を
開
催　
申

氏
名
・
電
話
番
号
を
、
4
月
16
日（
月
）～
5
月

22
日（
火
）に
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

う
じ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業

手
作
り
お
も
ち
ゃ
は
平
和
の
天
使
！

～
牛
乳
パ
ッ
ク
で
天
才
ロ
ボ
ッ
ト
君
を
つ

く
ろ
う
～

時
4
月
29
日（
祝
）午
前
10
時
～
正
午　
対
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人（
小
学
１
年
生
以
下

は
保
護
者
要
同
伴
）　
定
先
15
人　
申
4
月
16

日（
月
）か
ら
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、「
わ
く

わ
く
手
作
り
お
も
ち
ゃ
教
室
」の
渡
辺
正
枝
さ

ん（
FAX
21
・
8
2
1
2
）へ
。

人
権
・
平
和

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
こ
は
た
館

問
同
館（
〒
611
・
0
0
0
2
木
幡
河
原
3
‐
12　

39
・
9
1
9
9　

FAX
39
・
9
2
0
0　

jinkenkeihatsu@
city.uji.kyoto.jp

）

●●
健
や
か
か
ら
だ
講
座

時
4
月
24
日（
火
）午
後
2
時
～
4
時　
対
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
40
人　
内
膝

痛
を
改
善
す
る
ふ
り
ふ
り
ス
ト
レ
ッ
チ　
講
華

学
和
博
さ
ん　
持
お
茶
、
タ
オ
ル
等　
申
4
月

16
日（
月
）か
ら
、
電
話
で
、
同
館
へ
。

●●
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

電
源
の
入
れ
方
か
ら
説
明
し
ま
す
。　
時
①

5
月
21
日
～
6
月
11
日
の
月
曜
日
、
午
後
6
時

～
8
時
②
5
月
24
日
～
6
月
14
日
の
木
曜
日
、

午
後
2
時
～
4
時　
対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
で
原
則
１
コ
ー
ス（
4
回
）参
加
出
来
る
人　

定
抽
各
12
人　
講
湯
上
裕
之
さ
ん（
N
P
O
法

人
ま
ち
づ
く
り
ね
っ
と
・
う
じ
理
事
）　
持

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
2
0
0
7
以
降
が
搭
載

さ
れ
て
い
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
持
ち
込
み
可

能
者
の
み
）　
申
講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電

話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
・
希
望
コ
ー
ス（
①
か
②
、

第
2
希
望
ま
で
申
込
可
）・
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込

み
の
可
否
を
、
4
月
25
日（
水
）ま
で（
必
着
）

に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
館

窓
口
へ
。

●●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

時
5
月
15
日（
火
）午
前
11
時
～
午
後
2
時　
対　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
抽
10
人　

内
豚
肉
の
塩
麴
焼
き
と
ト
マ
ト
と
ツ
ナ
の
彩
り

サ
ラ
ダ　
講
松
野
陽
さ
ん（
大
阪
成
蹊
短
期
大

学
教
授
）　
￥
５00
円　
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
ふ
き
ん（
台
拭
き
、
食
器
用
）　
申
講
座

名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号

を
、
4
月
25
日（
水
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
館
窓
口
へ
。

U
J
I
あ
さ
ぎ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
8　
実
行
委
員
募
集

　
12
月
上
旬
に
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
め
り
あ 

う
じ
）で
開
催
す
る
同
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
、
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力

を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　
対
15
歳
以
上
で

土
・
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
実
行
委
員
会（
6
回

程
度
）に
参
加
出
来
る
人　
定
若
干
名（
多
数
の

場
合
選
考
）　
申
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
連
絡

先（
電
話
番
号
・
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
）と

志
望
動
機
を
、
5
月
18
日（
金
）ま
で（
必
着
）に

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
セ
ン

タ
ー
窓
口（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
里
尻
5
‐

9
ゆ
め
り
あ 

う
じ
内　

39
・
9
3
7
7　

FAX
39
・
9
3
7
8　

danjokyoudou@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

長
崎
を
取
材
す
る「
親
子
記
者
」を
募
集

時
８
月
８
日（
水
）午
後
2
時
半
～
11
日（
祝
）正

午　
所
長
崎
市
内（
原
爆
資
料
館
等
）　
対
小
学

４
～
６
年
生（
１
人
）と
保
護
者（
１
人
）
定
抽

全
国
で
9
組　
他
詳
細
は
実
施
要
領
で
確
認
出

来
ま
す
。
実
施
要
領
と
申
込
書
は
日
本
非
核
宣

言
自
治
体
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
HP

http://w
w
w
.nucfreejapan.com

）か
ら

印
刷
出
来
ま
す
。　
申
申
込
書
を
５
月
7
日

（
月
）ま
で
に
、
E
メ
ー
ル
で
、
同
協
議
会
へ
。

文
化
・
芸
術
・
歴
史

市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ソ
プ
ラ
ノ●

エ●

ピ
ア
ノ
フ
ォ
ル
テ●

コ
ン
チ
ェ
ル

ト
～
レ●

フ
ィ
オ
リ
ー
ネ●

デ
ッ
ラ
プ
リ
ー
レ
～

時
4
月
25
日（
水
）午
後
0
時
15
分
～　
所
市
役

所
1
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
《
出
演
》大
嶋
愛
奈

さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
矢
野
仁
美
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）　

《
曲
目
》オ
ペ
ラ「
つ
ば
め
」よ
り“
ド
レ
ッ
タ
の

夢
の
歌
”／
オ
ペ
ラ「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」よ
り“
宝
石

の
歌
” 

他　
問
文
化
自
治
振
興
課
文
化
係

図
書
館

中
央
図
書
館

　〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

　
　
　
　

  

39
・
9
2
5
6
FAX
39
・
9
2
5
7

図
書
館
お
す
す
め
の
本

　

あ
る
日
、
ヒ
ョ
ウ
が
く
し
ゃ
み
を
し

て
目
を
覚
ま
す
と
、
な
ん
と
体
に
つ
い

て
い
た
は
ず
の
美
し
い「
は
ん
て
ん
」が

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
大
急
ぎ
で
自

慢
の「
は
ん
て
ん
」を
探
す
た
め
、
密
林

へ
出
か
け
た
ヒ
ョ
ウ
は
、
マ
ン
ト
ヒ
ヒ

か
ら
、「
は
ん
て
ん
」が
空
を
飛
ん
で
い

る
と
こ
ろ
を
見
た
と
教
え
ら
れ
ま
す
。

ヒ
ョ
ウ
は
、
自
慢

の「
は
ん
て
ん
」を

見
つ
け
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

る
と
こ
ろ
を
見
た
と
教
え
ら
れ
ま
す
。

ヒ
ョ
ウ
は
、
自
慢

の「
は
ん
て
ん
」を

見
つ
け
ら
れ
る
の

「
密
林
一
き
れ
い
な
ひ
ょ
う
の
話
」

　

工
藤
直
子 

お
は
な
し　

和
田
誠 

え

　

瑞
雲
舎

お
は
な
し
会

時
所
◎
５
月
６
日（
日
）＝
中
央
図
書
館
◎
５

月
16
日（
水
）＝
西
宇
治
図
書
館
。
い
ず
れ
も

午
後
３
時
半
～
４
時　
対
幼
児
～　
内
手
あ

そ
び
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居 

等　

お
は
な
し
の
へ
や

時
所
◎
５
月
５
日（
祝
）＝
西
宇
治
図
書
館
◎

５
月
19
日（
土
）＝
中
央
図
書
館
。
い
ず
れ
も

午
後
３
時
半
～
４
時
◎
東
宇
治
図
書
館
＝
５

月
26
日（
土
）午
前
11
時
～
11
時
半　
内
「
お
は

な
し
た
ま
て
ば
こ
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
素
話

　

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。 情
報
B
O
X

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　談

健
康・福
祉

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

高
齢
者

9 8

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。
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記号の説明

mailto:oubo-kenkou@city.uji.kyoto.jp
mailto:shogaigakushuka@city.uji.kyoto.jp
https://s360.jp/form/31122-1155/
shogaigakushu@city.uji.kyoto.jp
mailto:jinkenkeihatsu@city.uji.kyoto.jp
danjokyoudou@city.uji.kyoto.jp
http://www.nucfreejapan.com


5
月
の
休
館
日

１
日（
火
）・
２
日（
水
）・
７
日（
月
）・
８
日

（
火
）・
９
日（
水
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
）・

24
日（
木
）・
28
日（
月
）

宇
治
で「
源
氏
物
語
」を
よ
む

　

平
安
時
代
以
来
、
多
く
の
読
者
を
魅
了
し
て

き
た「
源
氏
物
語
」。
千
年
も
色
褪
せ
な
い「
源

氏
物
語
」の
魅
力
と
面
白
さ
を
、「
宇
治
」「
よ

む
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紹
介
し
ま
す
。　
時
4

月
29
日（
祝
）午
後
2
時
～
3
時
半　
所
中
央
図

書
館　
定
先
30
人　
講
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
学
芸
員　
問
同
館

こ
ど
も
の
読
書
週
間
記
念
行
事

 

わ
く
わ
く
！
コ
ラ
ボ
お
は
な
し
会

「
人
形
劇
×
え
ほ
ん
」

　

プ
ロ
の
人
形
劇
団
と
一
緒
に
、
お
は
な
し
の

世
界
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
大
型
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
も
行
い
ま
す
。　
時
5
月
6
日

（
日
）午
後
2
時
～
2
時
40
分　
所
東
宇
治
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
対
幼
児
～
小
学
校
低

学
年
と
保
護
者　
講
人
形
劇
団「
あ
」の
皆
さ
ん　

問
東
宇
治
図
書
館（
39
・
9
1
8
2
）

子
ど
も
読
書
の
日
記
念
行
事

お
は
な
し 

お
は
な
し 

ド
ン
ド
コ
ド
ン

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
人
形
劇
、
大
型
紙
芝
居

等
の
他
、
お
さ
る
の
か
ん
ち
ゃ
ん
も
や
っ
て
き

ま
す
。　
時
4
月
29
日（
祝
）午
後
3
時
～
4
時　

所
西
小
倉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
対
幼
児
～
小

学
生
と
保
護
者　
講
「
な
ん
り
ょ
う
文
庫
」「
キ

ン
コ
ン
カ
ン
」「
サ
ー
ク
ル
さ
ん
り
ん
し
ゃ
」の

皆
さ
ん 

他　
問
西
宇
治
図
書
館（
39
・
9
2

2
6
）

宇治市図書館公式 Facebook ページ
はじめました
　図書展示やイベント等の情
報をタイムリーに発信してい
ます。
アカウント名称：宇治市図書館
右記のQRコードや宇治
市図書館のホームページ
にある下記のバナーから
もアクセス出来ます。

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
東
内
45
‐
26

39
・
9
3
0
0
FAX
39
・
9
3
0
1

連
続
講
座

　
30
年
度
の
連
続
講
座
は
、
主
人
公
・
光
源
氏

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
光
源
氏
の
人
物
像
や
そ
の

生
涯
、
恋
愛
模
様
、
そ
し
て
当
時
の
社
会
状
況

や
文
化
、
さ
ら
に
は
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い

て
、
多
角
的
に
迫
り
ま
す
。

●●
光
源
氏
に
迫
る●

―
栄
華
、
憂
い
、
そ
し

て
愛
―●

①『
源
氏
物
語
』の
時
代
と
社
会

時
5
月
17
日（
木
）午
後
2
時
～
3
時
半（
受
け

付
け
は
午
後
1
時
半
～
）　

定
抽
80
人

講

上
島
享
さ
ん（
京
都
大
学
教
授
）　
￥
５00
円　
申　

往
復
は
が
き
に
、「
連
続
講
座
①
」・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
住
所
・
電
話
番
号
を
書
き
、
4
月

30
日（
休
）ま
で（
必
着
）に
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

へ
。
１
枚
の
は
が
き
に
つ
き
１
人
ま
で（
持
参

の
場
合
は
、
返
信
用
は
が
き
だ
け
で
可
）。

文
化
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
3
3
3
FAX
39
・
9
3
3
9

　

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
HPhttp://ujibunka.or.jp/

）で
確

認
出
来
ま
す
。

５
月
の
宇
治
シ
ネ
マ
劇
場

「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」

時
5
月
13
日（
日
） 

◎
午
前
10
時
半
～（
開
場
は

午
前
10
時
）◎
午
後
2
時
～（
開
場
は
午
後
1
時

半
）　
所
同
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル　
￥
◎
前
売

券
＝
800
円
◎
当
日
券
＝
千
円（
い
ず
れ
も
全
席

自
由
）

《
チ
ケ
ッ
ト
は
左
記
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中
》

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光

案
内
所（
J
R
宇
治
駅
前
・
近
鉄
大
久
保
駅
構

内
）、
市
内
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ア

ル
プ
ラ
ザ
宇
治
東
、
ケ
イ
・
ネ
ッ
ト
平
和
堂
京

田
辺
店　

※
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
購
入
出
来
ま
す
。

参
加
型
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
物
語
」出
演
者
募
集

　

プ
ロ
の
劇
団「
劇
団
フ
ジ
」と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。　
対
市
内
の
小

中
学
生
で
衣
装
等
の
用
意
が
出
来
る
人　
定
先

50
人　
￥
千
円　
他
公
演
日
＝
８
月
11
日（
祝
）　

申
往
復
は
が
き
に
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
希
望
」、
本
人
と
保
護
者
の
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
住
所
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年
・

特
技
を
、
返
信
用
の
表
に
も
氏
名
・
住
所
を
書

き
、
4
月
24
日（
火
）～
5
月
9
日（
水
）（
消
印

有
効
）に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

宇
治
っ
子
朗
読
劇
団
☆G

enji 

第
７
期
生
募
集

　
「
源
氏
物
語
」を
わ
か
り
や
す
く
楽
し
い
朗
読

劇
に
し
、
催
し
で
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。　

時
6
月
10
日（
日
）～
31
年
3
月
10
日（
日
）の

土
・
日
曜
日
、
祝
日（
月
２
回
程
度
）　
対
小
学

生
～
高
校
生　
定
先
20
人　
申
往
復
は
が
き

に
、「
宇
治
っ
子
朗
読
劇
希
望
」、
本
人
と
保
護

者
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話
番
号
・

学
校
名
・
学
年
を
、
返
信
用
の
表
に
も
氏
名
・

住
所
を
書
き
、
4
月
24
日（
火
）～
5
月
18
日

（
金
）（
消
印
有
効
）に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

産
業・消
費
生
活・求
人

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館

対
府
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
申
各
受
付

開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
添
え
、
同
館
窓
口

（
46
・
0
6
8
8
）へ
。

●●
や
さ
し
い
英
会
話
教
室

時
5
月
17
日
～
8
月
30
日
の
木
曜
日
、
午
後
6

時
～
8
時（
休
講
日
あ
り
）（
15
回
）　
定
15
人　

￥
1
万
2
千
円（
別
途
要
教
材
費
）　
申
4
月
17

日（
火
）～

●●
ヨ
ー
ガ
教
室

時
5
月
17
日
～
6
月
21
日
の
木
曜
日
、
午
前
10

時
～
11
時
半（
6
回
）　
定
20
人　
￥
3
千
円　

申
4
月
17
日（
火
）～

●●
レ
ッ
ツ
ク
ッ
ク
教
室

時
5
月
17
日（
木
）午
後
1
時
半
～
4
時
半　
定

男
性
16
人　
￥
1
5
0
0
円　
申
4
月
17
日

（
火
）～

●●
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

時
6
月
9
日
～
8
月
25
日
の
土
曜
日
、
午
前
9

時
半
～
正
午　
定
初
心
者
3
人
、
経
験
者
6
人　

￥
9
千
円（
別
途
要
教
材
費
）　
申
5
月
9
日

（
水
）～

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
府
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
申
各
受
付

開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
添
え
、
同
セ
ン
タ
ー

窓
口（
46
・
0
6
8
8
）へ
。

●●
エ
ク
セ
ル
初
級

時
5
月
17
日
～
6
月
4
日
の
月
・
木
曜
日
、
午

後
6
時
半
～
9
時（
6
回
）　
定
20
人　
￥
1
万

5
千
円　
申
4
月
17
日（
火
）～

●●
エ
ク
セ
ル
初
級

時
5
月
27
日
～
7
月
1
日
の
日
曜
日
、
午
前
9

時
半
～
正
午（
6
回
）　
定
20
人　
￥
1
万
5
千

円　
申
4
月
27
日（
金
）～

●●
は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド（
活
用
）

時
5
月
23
日
～
6
月
4
日
の
月
・
水
・
金
曜

日
、
午
前
9
時
半
～
午
後
3
時
半（
6
回
）　
定

20
人　
￥
1
万
5
千
円　
申
4
月
23
日（
月
）～

親
子
で
体
験

「
煎
茶
道
で
宇
治
茶
を
味
わ
う
」

時
５
月
19
日（
土
）①
午
前
９
時
～
②
午
前
10
時

～　
所
黄
檗
山
萬
福
寺　
対
小
・
中
学
生
と
保

護
者　
定
抽
各
回
５
組
10
人　
申
子
と
保
護
者

の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
希
望
時
間（
①
か
②
）を
、
４
月
27
日（
金
）

ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
全
日

本
煎
茶
道
連
盟「
親
子
茶
席
」（
〒
611
・

0
0
1
1
五
ケ
庄
三
番
割
34　

32
・

1
3
6
8　
FAX
32
・
6
2
9
8
）へ
。

サ
ポ
ス
テ
京
都
南
・
就
活
セ
ミ
ナ
ー

＆
個
別
相
談
会

時
5
月
28
日（
月
）午
後
1
時
半
～
5
時　
所
産

業
会
館　
対
15
歳
か
ら
39
歳
で
仕
事
に
つ
い
て

い
な
い
人（
学
生
を
除
く
）ま
た
は
そ
の
家
族　

内
①「
就
活
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座（
午
後
1
時

半
～
2
時
45
分
）」（
定
10
人
）②「
職
業
適
性
診

断
と
個
別
相
談
」（
午
後
3
時
～
5
時
の
間
で
、

1
人
30
分
程
度
）　
問
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（
54
・
5
3
8
0
）

会
社
説
明
会

　

参
加
企
業
や
職
種
等
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
出
来
ま
す
。　
時
5
月
17
日

（
木
）午
後
2
時
15
分
～
4
時
15
分　
所
産
業
会

館　
対
市
内
の
企
業
に
就
職
を
希
望
す
る
人　

問
商
工
観
光
課

介
護
認
定
調
査
員

（
非
常
勤
職
員
・
日
額
任
用
）

《
内
容
》要
介
護
・
要
支
援
認
定
申
請
を
し
た
被

保
険
者
の
心
身
状
況
等
、
必
要
事
項
の
訪
問
に

よ
る
聞
き
取
り
調
査　
《
資
格
》介
護
支
援
専
門

員
ま
た
は
看
護
師
資
格
、
か
つ
第
一
種
原
動
機

付
自
転
車（
50
㏄
バ
イ
ク
）の
免
許
を
持
つ
人　

《
勤
務
日
時
》月
～
金
曜
日
の
う
ち
市
が
指
定
す

る
日
、
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時
15
分（
週
3

日
程
度
）　
《
報
酬（
日
額
）》1
万
419
円（
他
手
当

あ
り
）　
《
任
用
期
間
》5
月
21
日
～
31
年
3
月

31
日（
任
用
開
始
日
応
相
談
。
更
新
あ
り
）　

《
募
集
人
数
》若
干
名　
申
市
販
の
履
歴
書（
要

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　談

産
業・消
費
生

活・求
人

文
化・芸
術・

歴
史

11 10
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写
真
）に
、
任
用
資
格
を
証
明
す
る
書
類
等
の

写
し
を
添
え
、
4
月
27
日（
金
）ま
で（
必
着
）

に
、
介
護
保
険
課
窓
口
へ
。
書
類
選
考
後
、
面

接
あ
り
。

パ
ー
ト
保
育
職
員（
非
常
勤
職
員
）

《
内
容
》正
職
保
育
士
の
勤
務
時
間
外
に
保
育
を

担
当　
《
勤
務
日
時
》◎
月
～
金
曜
日
＝
午
前
７

時
半
～
９
時
と
午
後
４
時
半
～
６
時
半
の
間
で

指
定
す
る
３
時
間
◎
土
曜
日
＝
午
前
７
時
半
～

９
時
と
正
午
～
午
後
６
時
半
の
間
で
指
定
す
る

７
時
間　
《
勤
務
地
》
北
木
幡
保
育
所
ま
た
は　

西
小
倉
保
育
所　
《
報
酬（
月
額
）》10
万
5

4
0
0
円（
他
手
当
有
り
）　
《
任
用
期
間
》
６

月
１
日
～
31
年
３
月
31
日（
更
新
有
り
）　
《
募

集
人
数
》
若
干
名　
申
市
販
の
履
歴
書（
要
写

真
）に
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
は
保
育
士

証
の
写
し
を
添
え
、
4
月
16
日（
月
）～
5
月
11

日（
金
）に
、
保
育
支
援
課
窓
口
へ（
代
理
可
、

郵
送
不
可
）。
後
日
、
面
接
あ
り
。

催

　し

小
倉
公
民
館

申
4
月
16
日（
月
）か
ら
同
館（
39
・
9
2
7

4
）へ
。

●●
親
子
農
業
体
験
教
室

時
◎
5
月
19
日（
土
）午
前
9
時
半
～
正
午
＝
と

う
も
ろ
こ
し
・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付
け
◎
7

月
14
日（
土
）＝
と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
◎
10
月

13
日（
土
）サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫　
対
市
内
在
住

の
小
学
生
と
保
護
者
で
、
水
や
り
・
草
取
り
等

の
手
入
れ
が
出
来
る
人　
定
先
24
組　
￥
200
円　

場
は
利
用
出
来
ま
せ
ん
）　
定
1５0
人　
内「
梟
の

大
旅
行
」「
人
質
の
朗
読
会
」 

他　
問
同
館（

39
・
9
2
7
6
）

宇
治
み
ど
り
の
学
校

問
公
園
公
社（
39
・
9
3
9
3
）

●●
観
察
会「
森
の
道
し
る
べ
～
宇
治
川
右

岸
の
樹
木
観
察
会
」

時
5
月
27
日（
日
）午
後
1
時
半（
京
阪
宇
治
駅

前
集
合
）～
3
時
半　
所
宇
治
橋
付
近
の
宇
治

川
右
岸（
宇
治
上
神
社
、
宇
治
神
社
、
興
聖
寺 

等
）　
定
抽
20
人 

講
三
浦
豊
さ
ん（
森
の
案
内

人
・
庭
師
）　
￥
５00
円　
申
往
復
は
が
き
に
参

加
者
全
員
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、
返

信
用
の
表
面
に
も
氏
名
・
住
所
を
書
き
、
5
月

2
日（
水
）（
消
印
有
効
）
ま
で
に
同
公
社

（
〒
611
・
0
0
3
1
広
野
町
八
軒
屋
谷
25
‐

1
）へ
。
１
枚
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
。

●●
種
苗
交
換
会
と
ミ
ニ
講
習
会「
ミ
ニ
麦

わ
ら
帽
子
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
作
り
」

時
6
月
2
日（
土
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　
所

植
物
公
園　
定
先
20
人　
講
種
苗
交
換
会
有
志

の
会
の
皆
さ
ん　
￥
100
円（
別
途
要
入
園
料
・

駐
車
料
）　
持
自
分
で
育
て
た
種
苗（
鉢
に
植
え

ら
れ
て
い
て
し
っ
か
り
根
付
い
た
も
の
、
植
物

名
を
明
記
、
種
苗
登
録
品
種
は
除
く
）、
持
ち

帰
り
袋　
申
5
月
2
日（
水
）か
ら
、
電
話
で
、

同
公
社
へ
。

太
陽
が
丘「
公
園
音
楽
会
」

時
内
◎
5
月
4
日（
祝
）＝「
う
た
と
日
本
語
の

世
界
」◎
5
月
5
日（
祝
）＝「
オ
カ
リ
ナ
の
音

色
」。
両
日
と
も
午
前
11
時
～
、
午
後
1
時
～
）　

問
山
城
総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所（
24
・

1
3
1
3
）

持
飲
み
物

●●
お
ぐ
ら
ク
ッ
キ
ン
グ
く
ら
ぶ

　

色
々
な
朝
ご
は
ん
を
作
り
ま
す
。
５
月
の
メ

ニ
ュ
ー
は
和
食
で
す
。　
時
5
月
26
日（
土
）、

7
月
7
日（
土
）、
10
月
20
日（
土
）、
12
月
15
日

（
土
）、
31
年
2
月
23
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午　

対
市
内
在
住
で
全
回
参
加
出
来
る
小
学
生　
定

先
20
人　
講
同
館
サ
ー
ク
ル「
う
じ
食
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
こ
ん
ぺ
い
と
う
」の
皆
さ
ん　
￥
各

回
200
円　
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き

ん
、
飲
み
物

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（
39
・
9
2
8
1
）

●●
お
母
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

時
5
月
12
日（
土
）午
前
9
時
半

～
11
時
半　
対
市
内
在
住
の
小

学
生
～　

内
母
の
日
の
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

●●
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
よ
う

時
5
月
12
日（
土
）午
前
10
時
半
～
正
午　
対
市

内
在
住
の
小
学
生
～　
講
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
研
究

会
宇
治
の
皆
さ
ん

●●
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
員
の
募
集

時
６
月
～
31
年
３
月
の
土
曜
日（
各
ク
ラ
ブ
月

１
～
２
回
）　
対
市
内
在
住
の
小
学
生
～　
定

抽
各
10
～
25
人　
内
茶
道
、
音
楽
、
科
学
、
手

芸
、
料
理
、
木
工
、
卓
球
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
、
一
輪
車
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ　
￥
無
料（
ク

ラ
ブ
に
よ
っ
て
要
材
料
費
）　
申
4
月
26
日

（
木
）～
28
日（
土
）に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

ポ
ラ
ン
朗
読
グ
ル
ー
プ“
そ
ら
”朗
読
会

時
5
月
2
日（
水
）午
後
1
時
半
～
4
時（
開
場

は
午
後
1
時
）　
所
広
野
公
民
館（
当
日
、
駐
車

府
営
水
道
施
設
公
開

時
4
月
28
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
4
時　
所

府
営
水
道
木
津
浄
水
場　
問
府
営
水
道
事
務
所

総
務
企
画
課（
24
・
1
5
2
2
）

ア
ク
ト
パ
ル
宇
治

〒
601
・
1
3
9
2
西
笠
取
辻
出
川
西
1

075
・
575
・
3
5
0
1
FAX
075
・
575
・
3
5
1
1

　

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
HPhttp://w

w
w
.actpal-uji.

com
/

）で
確
認
出
来
ま
す
。　
申
①
～
③
共

通　

催
し
名
、
代
表
者
の
住
所
・
電
話
番
号
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、
①
は
希
望
日

を
、
各
申
込
期
限
ま
で（
消
印
有
効
）に
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

で
ア
ク
ト
パ
ル
宇
治
へ
。
当
選
者
の
み
通
知

（
当
落
に
関
わ
ら
ず
通
知
を
希
望
す
る
場
合
は
、

往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
が
必
要
）。

①
茶
つ
み
体
験
&
茶
団
子
づ
く
り

時
5
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）・
19
日（
土
）・

20
日（
日
）午
後
0
時
半
～
4
時　
対
4
歳
～

定
抽
各
回
70
人　
￥
1
家
族
1
5
0
0
円（
茶

団
子
材
料
5
人
分
程
度
）　
持
水
筒
・
ビ
ニ
ー

ル
袋
・
タ
オ
ル
・
雨
具（
カ
ッ
パ
）　
申
4
月
26

日（
木
）ま
で

②
天
文
教
室「
フ
ァ
ミ
リ
ー
星
空
入
門
」

時
5
月
26
日（
土
）午
後
4
時
～
9
時　
対
４
歳

～（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
要
同
伴
）　
定
抽
30

人　
￥
600
円
程
度　
申
5
月
10
日（
木
）ま
で

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

時
内
◎
5
月
27
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
3
時

＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ

ン
グ
◎
7
月
28
日（
土
）午
後
1
時
～
29
日（
日
）

午
後
2
時（
1
泊
2
日
）＝
キ
ャ
ン
プ
・
流
し
そ

う
め
ん
◎
9
月
16
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
3

時
＝
藍
染
・
陶
芸
◎
12
月
1
日（
土
）午
前
10
時

～
午
後
3
時
＝
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
・
お

楽
し
み
会
◎
31
年
2
月
17
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
3
時
＝
た
き
火
・
燻
製
・
記
念
工
作（
計

5
回
）　
対
4
歳
～　
定
抽
12
家
族
程
度　
￥

1
家
族
3
万
円（
5
回
分
）　
申
5
月
7
日（
月
）

ま
で

④
星
空
オ
ー
プ
ン
デ
ー

「
春
の
星
座
と
月
を
み
よ
う
！
」

時
4
月
21
日（
土
）午
後
6
時
半
～
9
時　
他
天

候
に
よ
る
開
催
状
況
は
当
日
電
話
で
確
認
出
来

ま
す
。　
申
不
要
。
午
後
6
時
半
～
8
時
半
に

受
付
場
所
へ
。

⑤
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

時
5
月
10
日（
木
）午
前
9
時
半
～
午
後
3
時
半　

定
先
100
人　
￥
千
円　
申
5
月
3
日（
祝
）～
9

日（
水
）に
、
ア
ク
ト
パ
ル
宇
治（
予
約
専
用
電

話
07５
・
５7５
・
3
5
3
5
）へ
。

植
物
公
園

〒
611
・
0
0
3
1
広
野
町
八
軒
屋
谷
25
‐
1

39
・
9
3
8
7
FAX
39
・
9
3
8
8

　

い
ず
れ
も
詳
し
く
は
同
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
HPhttp://w

w
w
.uji-citypark.jp/

botanical/

）で
確
認
出
来
ま
す
。

　

毎
週
土
曜
日
は
市
内
の
小
・
中
学
生
の
入
園

は
無
料
で
す
。

ハ
ー
ブ
＆
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ

時
5
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）午
前
9
時
～
午

後
5
時　
内
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

の
試
飲
、
バ
ラ
の
小
径（
こ
み
ち
）、
ハ
ー
ブ
有

用
植
物
園
の
ガ
イ
ド
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

等

こ
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト

時
5
月
3
日（
祝
）～
6
日（
日
）午
前
9
時
～
午

後
5
時　
内
植
物
に
関
係
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ（
一
部
要
材
料
費
）や
園
内
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
ミ
ニ
鉄
道
の
運
行
、
こ
ど
も
植
物
工

作
、
こ
ど
も
草
遊
び
教
室 

等
■6月の講習会 ※申し込み…１カ月前から、同園へ。
日　時 講習会 内　容 時間 対象 人数 材料費

6月9日（土）バラの育て方
①

開花後の手入れと夏の過ご
し方、つるバラの手入れに
ついて講義を行います。

13時30分～
15時30分 一般 先着

30人 無料

■4・5月の展示会 
4月20日（金）～
22日（日） 春の山野草展 春咲きの山野草や寄せ植え等、約80鉢の展示を行い

ます。即売もあります。
5月11日（金）～
20日（日） ハーブ展 ハーブ約100種類（品種含む）の実物展示と説明パネ

ルを展示します。

見頃の植物
園内 サトザクラ (約20品種、130本：4月中旬)、チューリップ、

ヒトツバタゴ
温室 ラン類、ムユウジュ、オオホウカンボク、カカオ（実）など

※�展示会・講習会には
入園料が必要です。相

談

●●
行
政
相
談

時
5
月
17
日（
木
）午
後
1
時
～
4
時　
所
市
役

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　談

住
ま
い・

環
境・資
源

相
　談

催
し

産
業・消
費
生

活・求
人

13 12

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。

http://www.actpal-uji.com/
http://www.uji-citypark.jp/botanical/


所
5
階
５01
会
議
室　
問
文
化
自
治
振
興
課
市
民

相
談
係

●●
青
少
年
相
談

時
5
月
8
日（
火
）午
後
1
時
～
4
時　
所
更
生

保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
宇
治
琵
琶
）　
問
同

セ
ン
タ
ー（
23
・
2
3
3
5
）

●●
高
齢
者
等
法
律
相
談

時
5
月
24
日（
木
）午
後
2
時
～
4
時
半　
所
西

小
倉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
定
先
5
人（
1
人

25
分
）　
申
4
月
16
日（
月
）か
ら
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
公
社（
28
・
3
1
5
0
）へ
。

●●
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
セ
ン
タ
ー
の

開
設

時
5
月
15
日（
火
）午
後
1
時
半
～
4
時
半　
所

市
役
所
4
階
402
会
議
室　
対
税
理
士
ま
た
は
税

理
士
法
人
が
関
与
し
て
い
な
い
納
税
者
。
税
目

は
不
問　
定
先
6
人（
1
人
30
分
、
予
約
制
）　

申
近
畿
税
理
士
会
宇
治
支
部
事
務
局（
64
・

6
6
5
0
）へ
。

●●
閉
庁
時
に
国
保
保
険
料
の
納
付
受
付
と

相
談
窓
口
を
開
設

時
◎
休
日
＝
5
月
13
日（
日
）・
27
日（
日
）午
前

9
時
半
～
午
後
0
時
半
◎
夜
間
＝
5
月
10
日
～

31
日
の
木
曜
日
、
午
後
6
時
～
8
時　
問
国
民

健
康
保
険
課

●●
人
権
相
談

時
5
月
10
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
3
時　
所

市
役
所
6
階
602
会
議
室　
問
人
権
啓
発
課

●●
就
労
相
談

時
5
月
7
日（
月
）・
21
日（
月
）午
前
9
時
～
11

時
半　
所
市
役
所
1
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
問

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク（

07５
・
682
・

8
9
1
5
）、
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
京
都
南（
54
・
5
3
8
0
）

保
健

●●
献
血

時
5
月
21
日（
月
）◎
午
前
10
時
～
正
午
◎
午
後

1
時
～
3
時
半　
所
コ
ー
ナ
ン
J
R
宇
治
駅

北
店（
宇
治
里
尻
）　
問
健
康
生
き
が
い
課

そ
の
他

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
主
催
者
等

賠
償
責
任
保
険
加
入
団
体
の
募
集

　

加
入
団
体
の
構
成
員
が
、
そ
の
活
動
中
に
行

事
運
営
上
の
過
失
に
よ
り
行
事
参
加
者
等
の
第

三
者
の
身
体
・
財
物
に
損
害
を
与
え
、
法
律
上

の
損
害
賠
償
責
任
を
負
っ
た
時
に
そ
れ
を
補
償

す
る
保
険
で
す
。　
《
募
集
対
象
》社
会
教
育
・

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
福
祉
団
体 

等　
《
保
険
料
》無
料　
《
有
効
期
間
》認
定
を
受

け
た
翌
日
の
午
前
０
時
～
31
年
４
月
１
日
、
午

後
４
時　
問
保
険
内
容
や
申
込
方
法
の
詳
細

は
、
活
動
に
関
係
す
る
市
役
所
の
各
課
窓
口

へ
。
更
新
の
場
合
も
改
め
て
手
続
き
が
必
要
。

審
議
会
等
の
傍
聴

　

関
連
資
料
は
当
日
、
市
役
所
1
階
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
で
縦
覧
出
来
ま
す
。

●●
生
涯
学
習
審
議
会

時
4
月
20
日（
金
）午
後
2
時
～　
所
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　
定
先
5
人　
内
生
涯
学
習
の
振
興

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て　
申
当
日
午
後
1
時

半
～
1
時
50
分
に
開
催
場
所
受
付
へ
。　
問
生

涯
学
習
課

4月16日〜6月15日のし尿収集日程 城南衛生管理組合　 075-631-5171
収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日・祝日を除く）に上記組合へ　

●5月1日  固定資産税一括・第1期納期限
納期限

笠取・炭山 5/1・24、6/14 笠取、二尾 4/17、5/11、6/1 炭山（吹越除く）
4/18、5/14、6/4 池尾、炭山（吹越のみ）

六地蔵 5/9・30 六地蔵（ＪＲ以西全域） 4/23、5/17、6/7 六地蔵（ＪＲ以東全域）
木　幡 5/9・30 木幡（ＪＲ以西全域） 4/23、5/17、6/7 木幡（ＪＲ以東全域）

五ケ庄

4/16、5/10・31 北ノ庄、西田、古川、寺界道、大林、谷前、野添、梅林、芝ノ東（ＪＲ以西）、西浦（ＪＲ以西）、新開（JR以西）、平
野（ＪＲ以西）、折坂（ＪＲ以西）､ 福角（ＪＲ以西）

5/9・30 壇ノ東 4/23、5/17、6/7 芝ノ東（ＪＲ以東）
4/17、5/11、6/1 日皆田、岡本、上村、大八木島、一里塚、戸ノ内、瓦塚
4/20、5/16、6/6 一番割、二番割、三番割、福角（ＪＲ以東）、折坂（ＪＲ以東）、平野（ＪＲ以東）、新開（ＪＲ以東）、西浦（ＪＲ以東）、

広岡谷

莵　道
4/17、5/11、6/1 平町（京滋バイパス以北） 4/18、5/14、6/4 大垣内、荒槇、田中（ＪＲ以東）
4/19、5/15、6/5 西中、東中、段ノ上、大谷、河原、只川、池山、妙見、岡谷、門前、中筋、谷下り（ＪＲ以東）
4/20、5/16、6/6 丸山、田中（ＪＲ以西）、谷下り（ＪＲ以西）、出口、藪里、車田、平町（京滋バイパス以南）、森本、西隼上り、東隼

上り

宇　治・
白　川・
志津川　

4/19、5/15、6/5 志津川 4/18、5/14、6/4 東内、又振、紅斉、山田、乙方、山本
4/23、5/17、6/7 蔭山、御廟 4/25、5/21、6/11 蛇塚、弐番（府道以北）
5/1・24、6/14 白川、金井戸
5/2・25、6/15 野神（市道宇治296号～琵琶台26号線以南）、大谷（権現町除く）、池森、米阪、天神、矢落（JR以北）
5/7・28 矢落（ＪＲ以南）、若森、弐番（府道以南）、半白、樋ノ尻、戸ノ内、野神（市道宇治296号～琵琶台26号線以北）
5/8・29 妙楽（県神社お旅線以南186番地～）、壱番（県神社お旅線以南）、琵琶、大谷（権現町のみ）、下居、善法、東山、

里尻（ＪＲ以北）、小桜
5/9・30 妙楽（県神社お旅線以北1 ～ 185番地）、里尻（ＪＲ以南）、壱番（県神社お旅線以北）、宇文字、蓮華、塔ノ川

神　明・
開　町・
羽拍子町

4/20、5/16、6/6 開町 4/26、5/22、6/12 宮東、宮西
4/27、5/23、6/13 宮北（１～６番地を除く）、羽拍子町、石塚（心華寺通以西）
5/1・24、6/14 宮北（１～６番地）、石塚（心華寺通以東）

広野町

4/18、5/14、6/4 茶屋裏、寺山（ＪＲ以西）、西裏、東裏（JR以西）、桐生谷（JR以西）
4/23、5/17、6/7 大開（大開小学校市道広野町57号線以西）、丸山、中島
4/20、5/16、6/6 一里山、桐生谷（JR以東）、東裏（JR以東）4/19、5/15、6/5 寺山（ＪＲ以東）、尖山、宮谷
4/24、5/18、6/8 大開（大開小学校市道広野町57号線以東）、小根尾（旧城南高校グラウンド東側郵便ポスト以東）
4/25、5/21、6/11 小根尾（旧城南高校グラウンド東側郵便ポスト以西）

大久保町 4/18、5/14、6/4 大久保町（｢久保（ＪＲ以東）｣除く） 4/19、5/15、6/5 久保（ＪＲ以東）

槇島町

4/18、5/14、6/4 南落合 4/26、5/22、6/12 一ノ坪
5/8・29 薗場 5/9・30 大幡、北内、門口、幡貫
4/16、5/10・31 清水、千足、三十五、二十四、十八、十六、目川、本屋敷
4/17、5/11、6/1 十一（旧24号線以東）、吹前、石橋、中川原、大町、島前、外
4/23、5/17、6/7 五才田、一町田、月夜、落合、西鴫沢 4/20、5/16、6/6 郡、大川原、十一（旧24号線以西）

小倉町

4/18、5/14、6/4 新田島、久保、西浦、蓮池、堀池 4/19、5/15、6/5 南浦、南堀池
5/2・25、6/15 春日森 5/7・28 天王
4/24、5/18、6/8 西山（近鉄以西）
4/20、5/16、6/6 山際、神楽田（近鉄以西）、老ノ木、寺内 4/26、5/22、6/12 神楽田（近鉄以東）、西山（近鉄以東）、東山、

西畑、中畑、奥畑

伊勢田町・
安田町

4/25、5/21、6/11 中山、大谷 4/23、5/17、6/7 毛語
4/24、5/18、6/8 井尻、北山、若林、浮面、中ノ田、名木、中荒、新中ノ荒、ウトロ、南山
4/18、5/14、6/4 遊田、中遊田、西遊田、砂田、安田町

お
詫
び
と
訂
正

　

市
政
だ
よ
り
4
月
1
日
号
に
掲
載
し
ま
し

た
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。　
問
環
境
企
画
課（
20
・
8
7
2
6
）

◎
11
ペ
ー
ジ 
家
庭
用
雨
水
タ
ン
ク
設
置
事

業
費
補
助
金
を
交
付

《
正
》　

上
限
４
万
５
千
円

《
誤
》　

上
限
２
万
円

宇
治
市
植
物
公
園
あ
り
方
検
討
委
員
会

市
民
委
員
を
募
集

　

宇
治
市
植
物
公
園
は
平
成
8
年
の
開
園
以

来
、
多
く
の
入
園
者
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
施
設
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
在
、
経
営
改
善
や
施
設
の
老
朽
化
な

ど
の
課
題
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て

い
く
か
な
ど
、
今
後
の
同
園
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
市
民
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

《
募
集
人
数
》
１
人（
書
類
選
考
後
、
面
接
審

査
）《
任
期
》5
月
中
旬
～
12
月
下
旬　
《
報

酬
》１
回
9
9
0
0
円　
《
内
容
》任
期
中
４

回
程
度
の
会
議（
平
日
昼
間
）に
出
席
し
、
植

物
公
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議　
《
対
象
》

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人　
《
申
し
込
み
》

履
歴
書（
要
写
真
）と
小
論
文
1
2
0
0
字

程
度（
テ
ー
マ「
植
物
公
園
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」）を
、
5
月
2
日（
水
）ま
で（
必

着
）に
、
郵
送
か
公
園
緑
地
課
窓
口
へ
。

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　談

そ
の
他

相
　談

そ
の
他

相
　談

税・年
金・

保
険

15 14

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。
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宇治市
ホームページ

https://www.facebook.com/ujicity

宇治市公式
Facebook

https://www.youtube.com/user/ujicity

宇治市公式
YouTube

見
や
す
く
、読
み
間
違
え
の
少
な
い
フ
ォ
ン
ト

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
を
満
た
す
印
刷
用
紙
、イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報う
じ

宇
治
市
政
だ
よ
り
4月
15日

号
平

成
30年（

2018年
）4月

15日
発

行
 第

1790号
宇

治
市

政
だ

よ
り

が
届

か
な

い
と

き
は

、配
布

委
託

先（
株

）ダ
イ

コ
ク

　
 0120-01-3912

へ

市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください

「4月15日号について」の読者アンケート
市ホームページから回答出来ます

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、
メールで随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

宇治史探検 97

こんなときどうする？

知る人ぞ知る宇治の豆知識をお話しします。

消費生活を中心に多くの人が
巻き込まれているトラブルを紹介します。

01

02 03

二
子
山
古
墳
発
掘
５０
年幅広い世代の市民が参加した、二子山古

墳発掘成果の現地説明会。

問消費生活センター

　このケースは、クーリングオフ期間が過ぎている
ため解約するには販売店の同意が必要です。購読
開始が契約日から２年後でもクーリングオフ期間
は契約日から８日間ですので気を付けてください。
　なお、訪問販売では契約書の交付義務がありま
す。判断能力が衰え気味のご家族がおられる場合
には、見覚えのない契約書が増えていないか注意し
て下さい。

　突然、新聞が配達され、身に覚
えがないので、販売店に連絡を
したところ「２年前に契約した」
と契約書のコピーを渡されまし
た。同居している判断能力が衰
え気味の母が契約してしまった
ようです。２年前の契約を今か
らでも解約出来るのでしょうか。

共生
あなたも簡単な手話を覚えてみませんか。

（ FAX 22-7117）
問障害福祉課

あなたも簡単な手話を覚えてみませんか。
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　「伝えようとする
　　　　気持ちを大切に」
　手話って難しいのでは、と思っている人が
多いのではないでしょうか。しかし、何気な
く普段の生活の中で手話を使っていることが
あります。例えば、「時間を気にする」仕草と
して腕時計を指差すことはありませんか。こ
の仕草は、手話では「時間」と言う意味です。
このように、声ではなく仕草で伝えられるこ
とがあります。

　

昭
和
43
年（
1
9
6
8
年
）2
月
か
ら
3

月
に
か
け
て
、
大
吉
山
の
北
側
の
二
子
山

古
墳
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
南

北
２
基
の
古
墳
か
ら
、
鎧
に
カ
ブ
ト
と

い
っ
た
武
具
や
農
耕
具
な
ど
多
く
の
鉄
製

品
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
副
葬
品
が
出

土
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
50
年
前
の
こ
と

で
す
。
今
で
は
京
都
府
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
出
土
資
料
は
、
企

画
展「
二
子
山
古
墳
発
掘
50
年
」に
て
４
月

24
日（
火
）ま
で
当
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

同
42
年
開
校
の
木
幡
小
学
校
予
定
地
の

発
掘
調
査
で
は
、
藤
原
道
長
が
建
立
し
た

浄
妙
寺
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
二
子
山

古
墳
発
掘
の
翌
４
月
に
は「
市
文
化
財
保
護

委
員
会
条
例
」が
、
44
年
４
月
に
は「
市
文

化
財
指
定
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
45
年
10
月
白
川
地
蔵
院
の
大
般
若
経

な
ど
が
初
の
市
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し

た
。
二
子
山
古
墳
の
調
査
は
、
本
市
が
文

化
財
保
護
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
な
か

で
実
施
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
間
、
市
民

の
あ
い
だ
で
も
文
化
財
保
護
の
気
運
が
高

ま
り
、
42
年
７
月
に
は
宇
治
市
文
化
財
愛

護
協
議
会
が
発
足
し
て
い
ま
す
。　

問
歴
史
資
料
館

　手話が出来ないからと
いって、ろう者（聞こえな
い人）とコミュニケー
ションが取れないわけで
はありません。身振り、
手振りなどを使って、伝
わるようにしてみましょ
う。

Ａ.�

Q.�

Ａ.

販売店との話し合いの中
で、判断能力の状況を説明
し、解約に応じてもらえま
した。

mailto:obokoho@city.uji.kyoto.jp
http://www.city.uji.kyoto.jp/0000018417.html
https://www.youtube.com/user/ujicity
https://www.youtube.com/user/ujicity
https://www.facebook.com/ujicity
https://www.facebook.com/ujicity
https://www.city.uji.kyoto.jp/
https://www.city.uji.kyoto.jp/



